
温室効果ガス排出抑制に関する取組チェックシート

チェック欄 評価点

1 エネルギーの節約・転換

① 節電

使用していない場所の照明は消している。 □ 1

昼休みの消灯を実施している。 □ 1

ＬＥＤ照明を導入している。 □ 1

照度センサーや人感センサーを使用している。 □ 1

照明の配線を細分化し、一定のスペースごとにスイッチを設置している。 □ 1

省エネ家電や省エネタイプのコピー機等の事務機器を導入している。 □ 1

省エネルギー型の空調設備を導入している。 □ 1

空調設備のフィルターを年に２回以上定期的に清掃している。 □ 1

ショーケース内の商品の管理を適正な温度で行っている。 □ 1

エコタップの活用やコンセントをこまめに抜いている。 □ 1

エレベーターの利用を自制し、階段の利用を推奨している。 □ 1

② 節水

食器の洗浄や手洗い等の水使用の場面での節水に努めている。 □ 1

雨水を散水や水洗トイレに利用している。 □ 1

節水コマを使用している。 □ 1

③ 遮熱、断熱

グリーンカーテン、屋上緑化、壁面緑化に取り組むなど職場の緑化を推進している。 □ 1

ひさしやすだれを活用し、日射による熱の流入を遮っている。 □ 1

断熱性能の高い構造材や二重窓、複層ガラス等を積極的に導入している。 □ 1

④ 適切な冷暖房の温度管理

室内温度を冷房は２８℃、暖房は２０℃を目安に調整している。 □ 1

夏季は上着やネクタイの不着用を、冬季は重ね着やブランケット等の利用を推進している。 □ 1

⑤ 働き方

不必要な時間外労働を控え、労働時間の適正化に努めている。 □ 1

ノー残業デーを設けている。 □ 1

テレワークやweb会議を積極的に導入している。 □ 1

⑥ 再生可能エネルギー

再生可能エネルギー由来の電力を使用している。 □ 1

太陽光発電システム、太陽熱使用システム等の再生可能エネルギー設備を導入している。 □ 1

⑦ 省エネ

製品の製造過程において、エネルギーの削減に努めている。 □ 1

省エネルギー対策の目標を設定している。 □ 1

電力を「見える化」し、使用電力を管理している。 □ 1

省エネ等に関するポスターを掲示している。 □ 1

2 CO2の少ない交通手段

① 自動車の利用

通勤や業務において自転車や公共交通機関の移動手段の利用を推奨している。 □ 1

エコドライブ（急発進、急加速、空ぶかしをしない等）に取り組んでいる。 □ 1

カーシェアリングを利用している。 □ 1

車両の燃料管理をしている。 □ 1

電気自動車（EV）、ハイブリッド車（HV）、 プラグインハイブリッド車（PHEV、PHV）、燃料

電池車（FCV）の電動車を導入している。
□ 1

② 物流

モーダルシフトに取り組んでいる。 □ 1

共同配送に取り組んでいる。 □ 1

宅急便は１回で受け取る、又は受け取ってもらえるように工夫している。 □ 1

③ ノーマイカー運動

下関市又は山口県が実施しているノーマイカー運動に参加している。 □ 1

定期的なノーマイカーデーを設けている。 □ 1



3 サステナブルなファッションの利用

① 制服

環境に配慮した素材や方法で作られた制服を使用している。 □ 1

② 古着

古着を回収し、リユースやリサイクルを行っている。 □ 1

4 食品ロスの取組

食堂などから出た生ごみや残飯を堆肥化している。 □ 1

量り売りやばら売りに積極的に取り組んでいる。 □ 1

やまぐち食べきっちょる運動の「食べきり協力店」である。 □ 1

食品を集めて寄付する活動を実施している。 □ 1

5 CO2の少ない製品・サービス等の選択

① グリーン購入

エコマーク等の環境ラベルが付いた商品を優先的に購入している。 □ 1

コピー用紙や印刷物等で使用する紙は再生紙又は未利用繊維を使用した物を使用している。 □ 1

② 在庫管理

事務用品等の在庫の管理を行い、不必要な事務用品等を購入しないよう努めている。 □ 1

③ 地産地消

地元産の食材等を活用した商品を積極的に購入又は販売している。 □ 1

6 環境保全活動への積極的な参加

① 環境美化活動

事業所周辺のごみ拾いを行うなど環境美化活動を行っている。 □ 1

② イベント等への協力

環境に関するイベントを開催している。 □ 1

環境に関する活動への参加や協力、支援を行っている。 □ 1

植林活動に参加している。 □ 1

7 ３R

① リデュース

詰め替え可能な製品の利用や備品等の修理を行い、長期使用に努めている。 □ 1

生ごみの水切りをしっかり行っている。 □ 1

両面コピーや裏紙の利用を行っている。 □ 1

会議等の資料を電子化し、ペーパーレス化に取り組んでいる。 □ 1

簡易包装に努めている。 □ 1

詰め替え可能な商品や省エネルギー型の商品等環境に優しい商品の販売を積極的に行っている。 □ 1

使い捨ての製品の購入や使用の抑制に努めている。 □ 1

② リユース

マイボトルの利用の促進に取り組み、ワンウエイプラスチックの削減に取り組んでいる。 □ 1

リターナルびんの利用促進に取り組んでいる。 □ 1

繰り返し利用可能な通い箱を使用している。 □ 1

③ リサイクル

食品トレイやペットボトル等の店頭回収やリサイクルに取り組んでいる。 □ 1

製品の製造過程から生じた金属くず、紙くず、廃液等のリサイクルに取り組んでいる。 □ 1

コピー機やプリンターのトナーカートリッジをリサイクルしている。 □ 1

8 その他

① 推進体制の構築

環境省が推進する「COOL CHOICE（クールチョイス）」の賛同登録をしている。 □ 1

クールしものせきサポーターClubに登録している。 □ 1

環境マネジメントシステムの認証（ISO14001、エコアクション21）を受けている。 □ 3

省エネを推進するリーダーを決めている。 □ 1

② 環境教育の実施

従業員に対して環境保全意識の向上に係る環境教育を実施している。 □ 1

子会社化や関連会社に対して環境保全意識の向上が図られるような体制を整えている。 □ 1

③ その他の取組

温暖化対策に関して、大学等の研究機関への支援を行っている。 □ 1

独自の地球温暖化対策に取り組んでいる。 □ 1

自社の広告、パンフレットなどに環境に関連する内容を掲載している。 □ 1

点


